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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年9月26日(2019.9.26)

【公表番号】特表2018-528302(P2018-528302A)
【公表日】平成30年9月27日(2018.9.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-037
【出願番号】特願2018-507695(P2018-507695)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/013    (2018.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  27/12     (2006.01)
   Ｂ８２Ｙ  20/00     (2011.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/70     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 323/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｇ
   Ｃ０８Ｋ    3/013    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/02     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   27/12     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   20/00     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/70     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/02     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｋ   11/00     　　　Ｃ
   Ｂ３２Ｂ   27/20     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｊ    5/18     ＣＥＹ　
   Ｃ０７Ｃ  323/52     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月13日(2019.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蛍光性コア／シェル型ナノ粒子と、前記ナノ粒子の表面に結合したフルオロエーテルリ
ガンドと、を含み、
　前記フルオロエーテルリガンドが、式：
　Ｒｆ－［Ｘ１－Ｒ２－Ｘ２－Ｒ３（Ｌ）ｎ］ｍ

［式中、Ｒｆは、ペルフルオロエーテル基であり、
　Ｒ２は、アルキレン、アリーレン、アルカリーレン及びアラルキレンを含むヒドロカル
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ビル基であり、
　Ｒ３は、アルキレン、アリーレン、アルカリーレン及びアラルキレンを含むヒドロカル
ビル基であり、
　Ｘ１は、－ＣＨ２－Ｏ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ２－、－ＣＯＮＲ１－又は－ＳＯ２

ＮＲ１－（式中、Ｒ１は、Ｈ若しくはＣ１～Ｃ４アルキルである。）であり、
　Ｘ２は、共有結合、－Ｓ－、－Ｏ－又は－ＮＲ１－、－ＣＯ２－、－ＣＯＮＲ１－若し
くは－ＳＯ２ＮＲ１－（式中、Ｒ１は、Ｈ若しくはＣ１～Ｃ４アルキルである。）であり
、
　ｎは少なくとも１であり、
　ｍは１又は２であり、
　Ｌは、－ＣＯ２Ｈ、－ＳＨ、－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）２、－Ｐ（Ｏ）ＯＨ、－ＮＨ２、－Ｏ
Ｈ及び－ＳＯ３Ｈから選択されるリガンド基である。］である、複合粒子。
【請求項２】
　少なくとも２つのＬ基が存在する、請求項１に記載の複合粒子。
【請求項３】
　Ｒｆが、式：ＣａＦ２ａ＋１－（Ｏ－ＣｂＦ２ｂ）ｃ－［式中、ａは少なくとも１であ
り、ｂは少なくとも１であり、ｃは１～１０の数であってもよい。］である、請求項１に
記載の複合粒子。
【請求項４】
　Ｒｆが、式：ＣａＦ２ａ－（Ｏ－ＣｂＦ２ｂ）ｃ－［式中、ａは少なくとも１であり、
ｂは少なくとも１であり、ｃは１～１０の数であってもよい。］である、請求項１に記載
の複合粒子。
【請求項５】
　前記ナノ粒子の表面に結合した式：
　Ｒ５－Ｒ４（Ｌ１）ｎ　ＩＩＩ
［式中、Ｒ５は、Ｃ２～Ｃ３０の炭素原子を有する（ヘテロ）ヒドロカルビル基であり、
　Ｒ４は、アルキレン、アリーレン、アルカリーレン及びアラルキレンを含むヒドロカル
ビル基であり、
　ｎは少なくとも１であり、
　Ｌ１はリガンド基である。］の非フルオロケミカルリガンドを更に含む、請求項１に記
載の複合粒子。
【請求項６】
　前記リガンドが、式：
　Ｒｆ－Ｘ１－Ｒ２－Ｓ－ＣＨ（ＣＯ２Ｈ）ＣＨ２ＣＯ２Ｈ
［式中、Ｒｆは、ペルフルオロエーテル基であり、
　Ｒ２は、アルキレン、アリーレン、アルカリーレン及びアラルキレンを含むヒドロカル
ビル基であり、
　Ｘ１は、－ＣＨ２－Ｏ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ２－、－ＣＯＮＲ１－又は－ＳＯ２

ＮＲ１－（式中、Ｒ１は、Ｈ若しくはＣ１～Ｃ４アルキルである。）である。］である、
請求項１に記載の複合粒子。
【請求項７】
　流体キャリアを更に含む、請求項１に記載の複合粒子。
【請求項８】
　蛍光性半導体のコア／シェル型ナノ粒子であって、
　ＩｎＰのコア、
　前記コアをオーバーコートする内側シェルであって、セレン化亜鉛及び硫化亜鉛を含む
、内側シェル、及び、
　前記内側シェルをオーバーコートする外側シェルであって、硫化亜鉛を含む、外側シェ
ル、を含む、蛍光性半導体のコア／シェル型ナノ粒子と、
　前記ナノ粒子外側の表面に結合したフッ素化リガンドと、を含み、
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　前記フッ素化リガンドが、式：
　Ｒｆ－［Ｘ１－Ｒ２－Ｘ２－Ｒ３（Ｌ）ｎ］ｍ

［式中、Ｒｆは、ペルフルオロエーテル基であり、
　Ｒ２は、アルキレン、アリーレン、アルカリーレン及びアラルキレンを含むヒドロカル
ビル基であり、
　Ｒ３は、アルキレン、アリーレン、アルカリーレン及びアラルキレンを含むヒドロカル
ビル基であり、
　Ｘ１は、－ＣＨ２－Ｏ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ２－、－ＣＯＮＲ１－又は－ＳＯ２

ＮＲ１－（式中、Ｒ１は、Ｈ若しくはＣ１～Ｃ４アルキルである。）であり、
　Ｘ２は、共有結合、－Ｓ－、－Ｏ－又は－ＮＲ１－、－ＣＯ２－、－ＣＯＮＲ１－若し
くは－ＳＯ２ＮＲ１－（式中、Ｒ１は、Ｈ若しくはＣ１～Ｃ４アルキルである。）であり
、
　ｎは少なくとも１であり、
　ｍは１又は２であり、
　Ｌは、－ＣＯ２Ｈ、－ＳＨ、－Ｐ（Ｏ）（ＯＨ）２、－Ｐ（Ｏ）ＯＨ、－ＮＨ２－ＯＨ
及び－ＳＯ３Ｈから選択されるリガンド基である。］である、請求項１に記載の複合粒子
。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の複合粒子、及びポリマーバインダーを含む、組成
物。
【請求項１０】
　２つのバリアフィルムの間に量子ドット層を備え、
　前記量子ドット層が、ポリマーマトリックスバインダー中に分散された請求項９に記載
の複合粒子を含む、物品。
【請求項１１】
　前記量子ドット層（ドット、任意による液体キャリア及びポリマーバインダー）の総重
量に基づいて、０．１重量％～１重量％のリガンド官能性粒子を含む、請求項１０に記載
の物品。
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